
忘れていませんか．ノシートベルト 
あなたのためですシートベルト 

運転者のベテランであり、安全運転をしていても、飲酒運転や居眠リ運転などのドライバーがい

つ飛び込んでくるかも知れません。そんな時あなたを守ってくれるのがシートベルトです。運転す

るときは必ず正しく着用しましょう。正しくしめたシートベルトは体重の50倍位の衝撃に耐え、も

しもの時まさしくあなたの命綱となります。 

側
溝
の
泥
上
げ
は
町
内
会
 

み
ん
な
の
総
意
と
協
力
で

ー

金
木
小
川
町
 

言
葉
の
履
歴
書
 

「雷

・
稲
妻
」
 

暑
い
夏
の
日
、
 

大
に
わ
か

に
か
き
く
も
っ

て
 
「稲
妻
」
 
が

ひ
ら
め
き
、
 
「雷
」
 
がと
ど
ろ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
達
し

た
積
乱
雲
に
よ
っ

て
、
急
に
電

光

・
雷
鳴
と
と
も
に
強
い
雨
が

降
る
 
「タ
立
」
は
、
多
く
夏
の

タ
方
近
く
に
起
こ

る
こ
と
か
ら

付
い
た
名
称
。
「
立
つ
」
は
「
風
 

立
つ
」
 
「虹
立
つ
」
な
ど

の
よ

う
に
、
そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ

た
も
の
が
急
に
出
現
す
る
現
象

を
さ
し
ま
す
。
 

「雷
」
は
、
雲
と
雲
の
間
に

生
じ
る
放
電
現
象
で
、
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
い
う
電
鳴
を

伴
い
ま
す
が

一
古
来
、
虎
の
皮
の
ふ
ん
ど
し
を

し
た
雷
神
が
太
鼓
を
鳴
ら
す
「
鳴

神
」
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
 

歌
舞
伎
十
八
番

の
題
名
「
鳴
神
」
 

も
同
義
語
で
す
。
 

ま
た
 
「雷
」
は
、
 
「
い
か
ず

ち
」
と
も
よ
み
ま
す
。

こ
れ
は
 

い
か
め
し

い
霊

（
ち
）
の
意
。
 

古
代
人
は
雷
神
を
、

強
い
威
力

を
も
つ
存
在
と
し

て
恐
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

放
電
現
象

の
際
に
発
す
る
電

光
を
「
稲
妻
」
 
と
呼
ぶの
は
、
 

稲
が
雷
と
交
わ

る
こ
と
で
穂
を

は
ら
む
と
考
え
た
古
代
の
信
仰

に
基
づ
く
も
の
。
 
「
つ
ま
」
 
は

男
女
と
も
に
結
婚
相
手
を

さ
す

言
葉
で
し
た
。
 
「稲
妻
」
 
の
語

に
は
、
農
耕
民
族
と
し

て
の
永

い
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。
 

ト
ゴ

ミ
袋
と
デ
レ

キ
を

手
に
 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
 

清
掃
奉
仕
 

金
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

（
木
村
不
二
男
会

長
）
と
金
木

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
共
催
で

去
る
五
月
三
十

一
日
、
金
木
町

全
域
に
わ
た
っ
て
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
 

早
い
人
達
は
涼
し

い
う
ち

か

ら
と
早
朝
六
時
頃
よ
り
作
業
に

と
り
か
か
り
、

大
半
が
午
前
中

に
終
了
し
た
。
 

作
業
中
は
、
各
ク
ラ
ブ
ご
と

に
分
か
れ
て
、
気
が
合
う
仲
間

同
士
楽
し

い
会
話
を
か
わ
し
な

が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い

た
。
 

環
境
美
化
は
観
光
立
町
を
目

指
す
金
木
町
の
根
幹
を

成
す
も

の
で
す
。
 

町
を
き
れ

い
に
。
 

自
然
を
大
切
に
。
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金木小学校 3年（当時） 白 川 俊 明 金木小学校 3年（当時） 増 田 匡 紀 

第5回県下小・中学生あおもり版画まつり

入 選 

~喜良市小 5年（当時） 吉 村 裕 子~金 木 中 学 校竹 内 真美子 金 木 中 学 校小 野 瑞 穂 

陸上男子lOOm 2年の部第2位 	陸 I-女子走り高別にメ第2位 小学校の部第1位 

金 木 小 学 校 秋 元 希 公 

第7回金木町民健康マラソン大会

中学校の部第I位 

第17回弘前さ＜らまつり少年相撲大会

個人中学2年の部3位 

第7回津軽地区柔道少年団柔道大会

男子個人I年の部I位 

~ 金木南中 学校古 川 金 木 中 学校相 内 	崇、 *ニト 学校田 中 誠 純 ~ 

⑦ 金木だより川川川I'll"'山“”・ 

北 五 中 学 校 体 育 大 会 北 五 中 学 校 体 育 大 会 第7回金木町民健康マラソン大会 



三
種
類
の
分
別
回
収
専
用
箱
を
 

企業編 
い
ら
な
く
な
っ
た
新
聞
や
雑
誌

な
ど
の
古
紙
を

ー
ト
ン
集
め
る
と
、
 

直
径
十
四
セ
ン
チ
高
さ
八
メ
ー
ト

ル
の
立
木
に
換
算
し
て
、
い
っ
た

い
何
本
分
に
相
当
す
る
と
思
い
ま

す
か
。
答
え
は

ニ
十
本
で
す
。
 

昭
和
六
十
三

年
度
に
回
収

・
再

生
利
用
さ
れ
た
古
紙
は
、
 一
千
一

百
五
十
一
万
八

千
ト
ン
。
日
本
で
 

生
産
さ
れ
る
紙
の
約
五
〇
％
に
利

用
さ
れ
、
世
界
的
に
み

て
も
最
高

水
準
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

立
木

に
換
算
す
る
と
、
約
ニ
億
五

千
万
本
に
相
当
し
ま
す
。

こ
の
よ

う
に
、
森
林
資
源
保
護
や
木
材
の

有
効
利
用
の
立
場
か
ら

み
て
も
、
 

古
紙
の
再
生
利
用
は
た
い
へ
ん
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
 

実
際
利
用
す
る
木
材
は
、

製
材

工
場
な
ど
で
生
じ
る
残
材
や
使
い

道
の
少
な

い
低
質
材
を
有
効
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
紙
の
利

用
に
よ
り
、
．パ
ル
プ
化
の
工
程
で

重
油
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
約

一
ニ

分
の
ー
も
節
約
で
き
、
省
ェ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
一
人
一

人
が
、
古

紙
を
大
切
な
資
源
と
し
て
見
直
す

必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

古
紙
を
回
収
し
て
自
然
を
守
ろ
う
 

古
紙
の
回
収
‘
利
用
に
よ
っ
て
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
 

を
進
め
て
い
＜
こ
と
は
、
省
資
源
・
省
工
ネ
ル
ギ
ー
の
点
か
ら
た
い

へ
ん
重
要
な
こ
と
で
す
。資
源
も
エ
ネ
ル
ギー
も
乏
し
い
日
本
で
は
、
 

従
来
か
ら紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
力
し
て
き
た
結
果
、
い
ま
で
は
紙

の
原
料
の
約
半
分
は
古
紙
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、地
球
環
境
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
森
林
資

源
の
保
護
、
あ
る
い
は
大
都
市
な
ど
にお
け
る
ご
み
処
理
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
い
ま
ま
で
に
も
増
レ
て
、
古
紙

の
回
収
・
利用
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
こ
で
は
、
紙
に
よ
る
ご
み
問
題
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

四
千
六
百
四
十
七
万
ト

ン
ー
」

」
 

れ
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
全
国
で

出
た
一
年
間
の
ご
み
の
量
で
す
。
こ

れ
を
東
京
ド

ー
ム
に
換
算
す
る
と
、
 

百
二
十
五
杯

分
に
な
り
ま
す
。
前
年

度
と
比
べ
て
百
七
十
二
万
ト

ン
、
東

京
ド
ー
ム
で
約
四

・
六
杯
分
も
増
え

ま

L
た
。
 

そ
の
後
も
、

ご
み
の
量
は
増
え
続

け
る
一
方
で
す
が
、
そ
の
原
因
の
ひ

と
つ
が
、
紙
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

増
え

て
き
て
い

る
 

オ
フ
ィ

ス
の
紙
ご

み
 

紙
ご
み
の
中
で
も
、

最
近
特
に
増

え
て
き
て
い
る
の
が

ォ
フ
ィ

ス
か
ら
 
 

わ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
手

に
戻
っ
て

く
る
の
で
す
。
 

コ
ピ

ー

用
紙

な
ど

に
 

再
生
紙
を

使
お

う
 

も
う
ひ
と
つ
お
願
い
し
た
い
の
が
、
 

再
生
紙
（
古
紙
を
使
っ
た
紙
）
の
使
川

で
す
。
せ
っ
か
く
古
紙
を
分
別
回
収

し
て
も
、
そ
れ
が
紙
の
原
料
と
し

て

再
利
用

さ
れ
な
け
れ
ば
、

結
局
は
ご

み
に
な
っ

て
・
しま
う
わ
け
で

す
か
ら
、
 

古
紙
の
再
利
用
が

促
進
さ
れ

る
よ
う
、
 

再
生
紙
を
積

極
的
に
使
っ

て
い
く
こ

と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
最
近
で
は
、
 

い
ま
ま
で
供
給
の
少

な
か
っ
た
コ
ピ
 

ー
用
紙
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
用
紙
な

ど
の
上
質
紙
分
野

に
、
再
生
紙
が

供

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
 

再
生
紙
を
積
極
的
に
使
う
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
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紙
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
の
有
効
利
用
を
 

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

出
る
ご

み
で
す
。
こ
れ
は
、
 コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
や
複
写
機
の
導
入

に
よ
っ

て
、
紙
を
使
う
こ
と
が
多

く
な
っ
た

た
め
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
 

オ
フ
ィ

ス
で
使
わ
れ
た
コ
ピ

ー
用
紙

な
ど
の

o
A用
紙
は
、
ほ
と
ん
ど
が

リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
ず
に
ご
み
と
し
て

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
大
都
市
の
ご
み
の
量
は
」
 

こ
こ
の
と
こ
ろ
急
速
に
増
え

て
き
て

お
り
、
東
京
都
の
場
合
で
は
、

二
年

か
ら
三
年
で
埋
立
地
が
満
杯
に
な

る

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
 

ご
み
の
減
量
や
資
源
の
有

効
利
用
の

観
点
か
ら
、
紙
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
関

心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

オ
フ
ィ

ス
で
ぜ
ひ
実
施
し

て
い
た

だ
き
た

い
の
が
、
次
の
よ
う
な
古
紙

の
分
別
回
収
で
す
。
各
部
屋
に
、

J
 

質
系
（

コ
ピ
ー
用
紙
、
 コ
ン
ピ
ュ

ー
 

タ
ー
用
紙
な
ど
）
、
新
聞
系
（
新
聞
、
 

チ
ラ
シ
な
ど
）
、雑
誌
系
（
雑
誌
、
封

筒
な
ど
）
の
三
種
類
の
分
別
回
収
専

用
の
箱
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
な

ぜ
古
紙
の
分

別
が
必
要
か
と

い
う
と
、
 

同
種
類
の
紙
で

な
い
と
再
生
が
難
し

い
か
ら
で
す
。
 

そ
の
際
、
 シ
ュ
 レ
ッ
ダ
ー
の
、
」
み
 

や
フ
ァ

ッ
ク
ス
用
紙
、
カ
ー
ボ
ン
用

紙
は
再
生
紙
の
原
料
に
は

使
え
な
い

の
で
、
入
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、

ク
リ
ッ
プ
や
金
具
、
 

テ
ー
プ
類
も
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
 

回
収
し
た
紙
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
た
ら
古
紙
回
収
業
者
に
引
き
取
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
」7。
 

こ
の
よ
う
に
し

て
回
収
さ
れ
た
紙

は
、
再
び

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
用
紙
や

コ
ピ

ー
用
紙
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
 

ー
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど

に
生
ま
れ
変
 

(
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コミユニテイ
作文・提言 
コンクール 

第 9 回 「青森県コミュニティ 
作文・提言コンクール

コミュニティ とは… 「地域社会」 
や 「地域共同体」 などの言葉に訳さ
れますが、具体的には町内会や地区
において、 より快適に共同生活を営
むためには、 どうしたらよいのかを
みんなで考え、みんなで行動してし、 
くことの総称として用いられていま

す。 
1 テーマ 

「人とマチのうるおいとは」 （題 

名は自由） 
2 応募資格 
県内在住の中学生、高校生及びー 
般（大学生を含む） 

3 原稿枚数 
400字詰め原手高月］紙 3-5枚 

4 募集期間 
8 月31日まで（当日消印有効） 

5 送り先 
役場企画室コミュニティ係 

間い合わせ先 
青森県総務部地方課振興班 
電話0177-22一1111内線2064 

6 発表期日 
平成 2 年l0月中旬に各入賞者に通 

知します。 
7 賞及び賞品 
（中学生、高校生及び一般の部の 
それぞれ） 

最優秀賞（ 1名） 
賞状、盾、副賞 

優秀賞（ 2 名） 同上 
入賞（若干名） 賞状、副賞 

副賞は、最優秀賞及び1憂秀賞者に 
は希望により、図書券または 
西津軽郡岩崎村 
十二湖リフレッシュ村 

北津軽郡市浦村 
中ノ島プリ ッジパーク 

中津軽君財目馬村 
星と森のロマントピア 

下北郡脇野沢村 
リフレッシュセンター 「鱈の里」 

三戸郡新郷村 
間木ノ平グリーンノぐーク 

のうちのお好きな 1ケ所にファ ミ 
リーで泊まれる 1泊利用券をプレ 
ゼント。 (1家族 4 人まで。最優 
秀賞については、ふるさと自慢の 

タ食付き） 
入賞者には、図書券をプレゼント 

します。 
8 表 彰 
最優秀賞及び優秀賞受賞者は、青 
森県庁において、表彰します。 

9 応募上の注意事項  

作文・提言を書いた原稿用紙の末
尾に次の事項を記入して役場企画
室コミュニティ係宛送付してくプご
さい。 
ア 中学生及び高校生 
（ア）学校所在地 
（イ）学校名 
（ウ）学年 
（コ二．）氏名（」、りがな） 
（オ）性別 

ィ ー般 
（住所（電話番号） 

（氏名（ふりがな） 
（ウ）’陛号リ 
（エ）年齢 

（オ）職業 
10 その他 

応募作品は、 自作の未発表の
ものに限ります。 
応募作品は、返却しません。 
入賞作品の版権は、青森県に

帰属します。 

建設業退職金 

共 済 制 度 

建設業を営む方々、及び建設現場
で1動く皆さん、国が作った 「建設業
退職金共済制度」 をご存じですカ％
この制度は、昭和39年に中小企業

退職金共済法により作られた制度てー 

す。 
この制度の特色は、一般の退職金

のようにヴ到動者が事業所をやめた時
支払われる退職金でなく、建設業と
いうーつの業種の中で働く限り、事
業所に雇用された期間全部を通算し
て退職金を支払うという、いわば建
設業界ぐるみの退職金制度です。 
退職金は、国の制度ですから、確

実、安全であり、極めて有利な利回
りで計算されています。 
現在、 全国では 12万の事業主、 

175万人の労働者が加入し、退職金
の積立てが行われ、すでに52万人の
労働者が退職金を受け取り、その額
は 1 ,2801意円を超えております。 
この制度について詳しいことは、 

下記にお問い合わせ下さい。 
言己 

建退共青森支部 
5r030 
青森市安方町 2-9 一13 

青森県建設会館内 
電話0177-22-7611 

国民年金情報 

@20歳になったら国民年金に 
加入しま Lょう回

成人を迎えられる20歳の皆さん、 
おめでとうこ’ざいます。 
成人一20歳を迎え、一人前のおと

なとして行動するとき、いろいろな
法律や生活の知恵が必要となります。 
国民年金に加入することもその中

のーつなのです。 
国民年金は、 日本の公的年金制度

の基礎として、20歳以上60歳未満の

すべての人が加入しなければなりま
せん。 
厚生年金保険や共済組合など職場  

で年金に加入している人以外の人は 
20歳の誕生日になったら、成人とし
ての義務と責任、そして、 自分自身
の将来のためにも、国民年金への加
入の手続をしてください。 
加入の手続は、印鑑をもって、役

場町民課国民年金の係へおいでく fご
さい。 

税の何でも相談 

商工業者、一般住民の皆さん、税
に関する悩みや疑問がありましたら
ぜひ 『税の何でも相談』 を御利用下
さい。 

たとえば、土地・建物の譲渡、本目
統、●曽与べ叫肖費税に関すること、そ
の他記帳や経営など税のことならな
んでも結構で・す。私共で委嘱してし、 
る税理士が担当し、相談は無料です
お気軽にこ才目談下さい。 
◆と き 8 月 3 日13:30～ユ5:30 
◆ところ 金木町商工会 
＊相談者は子め 8 月 1 日までに商工
会にお申し込みください。 

尚、上記日程以外にも次のとおり
開催致しますので御利用下さい。 
◆と き 8 月23日10: 30-12: 00 
◆ところ 金木町社会福祉協議会
＊相談者は予め 8 月21日までに杜会
福祉協議会にお申し込みください。 

経営安定・特別相談 

企業の倒産を未然にふせぎ社会混
乱を防ぐため、商工調停士、税理士
が経営安定について、特別相談に応
じております。 

たとえ‘ぎ 
☆ 取引き先が倒産して経営に大

き く ひび”いている。 
☆ 仕事の受注量が減ってきた。 
不振の状態が長引きそうだ。 

☆ 融資をあおいで経営不振を切
ぬけたい。 

☆ 赤字が少しも解消されない。 
‘思い切った改善策を考えたい。 

＊相談者は早めに、地元商工会を通
して青森県商工会連合会広域指導セ
ンター木造支所へお申し込みくださ
し、。 

国税だより 

⑥社会にいきる税＠ 
国や地方公共団体は、私たち国民

が豊かで安定した暮らしができるよ
うに、いろいろな活動を行っていま
す。例えば、社会福祉の充実、住宅
や道路の整備、教育や科学の振興な
ど、その活動は幅広い分野にわたっ

ています。 
税金は、 このように国や地方公共

団体が活動するための大切な財源と
なるものであり、共同杜会を維持す
るためのいわば会費で’あるといえま

す。 
そのため、私たちは税金を納める

だけでなく、税金の使いみちについ
ても＋分に知る必要があります。 

へ 
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「お年寄りの健康づくり」 
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書 II矢 
呆米示ちゃん jぶ米力七ちゃん 

5 月27日生まれ 

体重 1, 900 g 	 体重 1,940 g 
喜良市下町 

今昭彦さんの二女 	今昭彦さんの三女 

一
 

篤ちゃん 
5 月28日生まれ 

体重 2,120 g 
喜良市下町 

今淳一さんの二男 

'"mmH川川川川り金木だより ⑩ 

現
代
わ
が
国
は
、
人
生
8
0年

時
代
で
、
誰
し
も
こ
の
8
0年
を

健
康
で
生
活
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
日

本
人

の
6
1
7
割
は
、
3
大
死

因
す
な
わ
ち
ガ

ン
、
心
臓
病
、
 

脳
卒
中
で
死
亡
し
て
居
り
、

つ

ま
り
老
い
て
死

ん
で
い
る
の
で

は
な
く
、
不
本
意

に
病
気
で
死

ん
で

い
る
の
で
す
。
健
康
で
長

生
き
す
る
こ
と
を

考
え
る
時
、
 

老
化
の
予
防
法
と
同
時
に
成
人

病
を
防
ぐ
方
法
も
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
ら
ば
健

康
で
長
生
き
す
る
に
は
ど

の
よ

う
な
点

に
注
意
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
は
生
活

パ
タ
ー
ン
を
作
り
、
そ
れ
を
守

る
こ
と
で
す
が
特

に
次
の
諸
点

を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

m
規
則

正
し
い
生
活

】
早
寝
‘
早
起

き

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

ロ
小
ま
め
に
動
く
こ
と
】
適
度

の
ス
ポ
ー
ツ
を
無
理
の
な
い
程

度
に
続
け
る
こ
と
で
、

ま
ず
歩

く
こ
と
か
ら
開
始
す
る
の
が
理
想

で
す
。
⑧
文
字
の
読
み
書
き

】
頭

の
訓
練
を
怠
た
ら
な
い
こ
と
も
重

要
で
す
。
④
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ

と
め
る

一
殆
ん
ど
の
ス
ト
レ
ス
は

人
間
関
係
か
ら
発
生
し
て
い
る
も

の
が
多
い
の
で
人
間
関
係
を
断
ち

切
る
意
味
か
ら
旅
行
を
し
ま
し

ょ
う
。
⑤
短
か
め
の
入

浴

】
多

少
ぬ
る
め
の
湯
で
短
時
間
の
入

浴
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
⑥

自
分

の
こ
と
は
自
分
で
す
る
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頼
心

つ
ま
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え
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を

早
め
ま
す
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則
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生
活

】
①
腹
八
分
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に
食
べ
、
 

太
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過
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な
い
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で
す
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魚
・
肉

・
卵
・
豆
腐
を
適
当
に

と
る
】
こ
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ら
に
は
良
質
な
蛋

白
質
や
ビ
タ
ミ
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が
豊
富
に
含

ま
れ
て
お
り
、
適
当
に
と
っ
て

い
る
と
、
食
塩
を
か
な
り
と
っ

て
も
高
血
圧
、
脳
卒
中
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と
進

展
し
に
く
い
の
で
す
。
③
油
は

植
物
油
か
魚
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】
天
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ら
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や
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ラ
ダ
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中
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ス
テ

ロ
ー
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を
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下
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、
ま
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魚
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液
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さ
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の
誘

因
と
な
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果
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あ
り
ま
す
。
④
牛
乳
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む
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人
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的
な
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の
に
骨

枇
櫓
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、
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、
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折
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す
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を
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。
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で
い
る
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時

に
食
物
繊
維
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と
な
り
ま
す
。
⑥
味
は

う
す
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に
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⑦
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六
月
十
二
日

死
去
い
た
し
ま

し
た
成
田
善
蔵
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に
地
方
自
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功
労
に
よ
り
勲
六
等

瑞
宝
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贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

御
冥
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お
祈
り
い

た
し
ま

す
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